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津
高
の
浸
水
対
策
求
め
る 

ポ
ン
プ
部
品
交
換
な
ど
改
善
へ 

で
ワ
ー
ス
ト
１
，
２
で
す
。 

菅
原
議
員
は
、
岡
山
市
に
で
き

る
対
応
と
し
て
、
汚
水
処
理
率
を

上
げ
る
こ
と
が
必
要
と
質
問
。
市

は
、
現
在
の
汚
水
処
理
人
口
普
及

率
は
84.2
％
、
下
水
道
接
続
率
は
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2020年 

９月議会 

 住民の生活と安全まもる行政を 

２
０
１
９
年
の
一
級
河
川
水

質
調
査
で
は
、
岡
山
市
内
の
永
安

橋
（
吉
井
川
）
、
旭
川
大
橋
（
旭
川
）

地
点
の
BOD
値
（
※
）
が
中
国
地
方

川の水質改善 浸水防ぐ排水ポンプ プラごみ削減 

河
川
の
水
質
悪
化 

下
水
処
理
な
ど
促
進
を 

 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

菅
原
お
さ
む
議
員
は
９
月
議
会
で
、
一
級
河
川
の
水
質
改
善
、
大

雨
の
時
に
津
高
排
水
機
場
ポ
ン
プ
が
作
動
し
な
か
っ
た
原
因
と
対

策
、
河
川
や
街
中
の
ご
み
対
策
の
３
テ
ー
マ
で
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。 

７
月
７
日
か
ら
８
日
の
大
雨
で

道
路
が
冠
水
し
た
津
高
地
区
で

は
、
津
高
排
水
機
場
ポ
ン
プ
が
電

気
系
統
の
故
障
で
動
作
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
菅
原
議
員

は
市
の
対
策
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

市
は
、
今
後
は
台
帳
を
修
繕
や

部
品
交
換
履
歴
が
分
か
る
よ
う
に

 

 

※ＢＯＤ＝生物化

学的酸素要求量。 

微生物が汚れ（有

機物）を食べるた

めに使った酸素の

量で、この数値が

高い程、水質が汚

れていることを表

す。 

この 2 地点の基準

値は 3mg/l。 

現
在
の
89.6
％
か
ら
２
０
２
５
年

度
に
は
93
％
に
引
き
上
げ
る
目

標
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

菅
原
議
員
は
、
家
主
が
遠
方
に

住
ん
で
い
る
賃
貸
住
宅
で
下
水

道
に
接
続
し
て
い
な
い
例
を
あ

げ
、
働
き
か
け
の
強
化
を
求
め
ま

し
た
。 

改
善
し
、
部
品
の
定
期
交
換
を
行

っ
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

２
年
前
の
西
日
本
豪
雨
を
受

け
て
市
は
、
津
高
地
域
を
含
む
横

井
排
水
区
を
都
市
排
水
の
重
点

地
区
と
し
て
位
置
づ
け
、
今
後
、

雨
水
排
水
対
策
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。 

プ
ラ
ご
み
対
策
を 

菅
原
議
員
は
、
ご
み
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
支
援
の
強
化
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
・
再

資
源
化
を
求
め
ま
し
た
。 

市
は
、
一
般
ご
み
の
処
理
計
画

を
見
直
し
、
プ
ラ
ご
み
回
収
を
増

や
す
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

  

個人質問に立つ 

菅原おさむ議員（9/14） 

永安橋・旭川大橋地点の BOD値 

旭川大橋 

永安橋 

基準値 

3mg/l 



 

 

意見交換会に参加された方の声（一部） 

「沿線住民等々の利便性を考えての移設ではなかったのか」 

「行き違い施設のことだけで駅の移設ができないとはおかしい。JRとも協

議して移設を考えてほしい」など。 

 

①「新駅は 5か所」も「桃太郎線が単線」も 2019年の移設表明時点

で分かっていたこと。ここまでに運行計画や行き違い施設の検討を

していなかったのであれば、市の進め方はとてもお粗末だ。 

②地域住民に大きな混乱をもたらしている市の責任は重大。 

③計画を変更しようとするなら、事前説明が必要。特に移設先として

いる地区には丁寧な説明が必要だが、それが不十分。 

④住民の不満は大きいと感じる。市は住民の声をもっと聴くべきだ。

庄内学区全体を対象にした説明会を開くべきだ。 

●「足守駅を移設する」（2019年 2月） 

庄内学区全体の説明会で、現在より広い場所に移設

し、駅前広場やアクセス道路等を整備することで、

車での送迎もしやすくなると説明。 

 

 

●「移設を取りやめる」（2020年 7月） 

3町内会限定の説明会で、行き違い施設が必要にな

り現在の場所でないと設置できないためと説明。 

岡山市は JR吉備線（桃太郎線）の LRT

化計画を進める中で、足守駅について移

設を取りやめる方針を示しました。 

取りやめることについての説明会は、

コロナを理由に隣接 3町内会（福崎・下

土田・門前）に限定して行われ、地域の

方々に十分な情報が伝わっていません。 

菅原おさむ議員は、門前町内会の方々

が 10月 10日（土）に開いた市との意見

交換会に、地元議員として呼んでいただ

き参加しました。 

 

 

ＪＲ桃太郎線 

ＬＲＴ化 
岡山市が「足守駅移設」を取りやめ方針 

門前町内会の意見交換会では「納得できない」声多数 

意見交換会で市が 

説明した資料の一部 

←現在の足守駅周辺 

↓現在地で整備とする理由 

菅
原
お
さ
む
は 

こ
う
考
え
ま
す 

市の説明は… 


